
1

小亞細亞横斷旅行談 01.pdf/12

2024年9月7日にウィキソースから書き出されました。



2

このページは校正済みです
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論

説
　
（
小
亞
細
亞
横
斷
旅
行
談
）

し
た
り
研
究
し
て
今
日
は
一
般
に
知
れ
渡
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
、
之
を
見
る
爲
に
態
〻

或
は
小
亜
細
亜
の
西
海
岸
の
方
か
ら
歐
羅
巴
人
の
旅
行
者
が
皆
な
此
所
ま
で
踏
込
ん
で
來

う
云
ふ
ホ
テ
ル
が
出
來
ま
し
た
、
イ
ヴ
リ
ー
ズ
の
ヒ
チ
ツ
ト
の
古
跡
は
此
の
寫
眞
で
あ
り

の
上
に
極
く
薄
肉
彫
り
に
彫
刻
し
て
あ
る
の
で
此
所
に
二
人
の
姿
が
あ
り
ま
す
、
左
の
大

さ
い
方
は
神
に
禮
拝
を
し
て
居
る
坊
様
で
あ
り
ま
す
、
此
の
神
は
ヒ
チ
ツ
ト
の
特
有
な
る

云
ふ
形
の
帽
子
を
被
つ
て
、
居
り
、
又
足
に
は
是
も
ヒ
チ
ツ
ト
特
有
の
つ
ま
先
き
の
上
へ

て
居
り
ま
す
、
さ
う
し
て
手
に
葡
萄
を
持
つ
て
居
る
、
そ
れ
か
ら
足
の
下
に
鋤
の
や
う
な

れ
は
土
地
の
神
様
で
、
即
ち
農
産
物
を
人
民
に
與
へ
る
と
云
ふ
意
味
の
も
の
で
あ
る
だ
ら

ま
す
、
此
所
に
ヒ
チ
ツ
ト
文
字
が
三
ヶ
所
に
あ
り
ま
す
が
そ
れ
は
未
だ
十
分
に
讀
め
な
い

す
、
兎
に
角
非
常
に
珍
し
い
面
白
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

此
邊
に
は
例
の
チ
エ
ル
ケ
ス
人
が
多
く
住
ん
で
居
ま
す
、
彼
等
は
非
常
に
貧
慾
で
足
る

で
す
タ
ウ
ル
ス
越
の
山
中
の
ハ
ン
で
は
野
宿
仝
様
な
ア
バ
ラ
家
を
一
夜
供
給
し
て
五
ピ
ア

銭
）
を
取
り
ま
す
、
支
那
内
地
な
ら
ば
五
十
文
（
七
銭
位
）
も
要
ら
な
い
處
で
す
、
然
る

ピ
ア
ス
ト
ル
を
請
求
し
、
そ
の
外
湯
代
薪
代
ま
で
請
求
す
る
所
も
あ
り
ま
す
。
或
る
獨
乙

ル
ス
山
中
で
例
の
乞
食
小
屋
以
下
の
宿
へ
泊
つ
て
、
ホ
テ
ル
並
の
宿
賃
を
請
求
さ
れ
、
散

を
費
し
た
こ
と
が
書
て
あ
り
ま
し
た
、
（
未
完
）
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一
二
（12

）

〻
土
耳
其
の
内
地
か
ら
、

來
る
、
其
の
爲
に
近
頃
斯

り
ま
す
（
寫
眞
略
す
）
岩

大
き
い
方
は
神
で
右
の
小

る
烏
帽
子
の
や
う
な
斯
う

反
り
上
つ
た
靴
を
穿
い

な
物
を
置
い
て
居
る
、
そ

ら
う
と
云
ふ
想
像
で
あ
り

い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
ま

る
こ
と[1]

を
知
ら
な
い
の

ア
ス
ト
ル
（
我
が
四
十
二

る
に
こ
ち
ら
で
は
或
は
十

乙
人
の
紀
行
に
も
、
タ
ウ

散
々
に
爭
つ
て
大
に
時
間

1. ↑ 原文では「こと」の合略仮名
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Wikisource is constantly looking for new members. During
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1. ↑ https://wikisource.org
2. ↑ https://www.creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0
3. ↑ https://www.gnu.org/copyleft/fdl.html
4. ↑ https://wikisource.org/wiki/Wikisource:Scriptorium
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